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「少し関心がある」人まで含めても回答者の86％、市民全体では約15％。



食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

『
食
』
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
る
な
か
、

生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
を
つ
な
い
だ

『
食
』
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
や
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市

民
な
ど
か
ら
な
る
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
計
画
策
定
検
討
委
員
会
』（
鴨
川
幸
司

委
員
長
以
下
29
人
）
は
、
昨
年
の
７
月
７

日
か
ら『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
案
』

の
検
討
を
積
み
重
ね
、
本
年
３
月
29
日
、

と
り
ま
と
め
た
計
画
案
を
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市

民
と
事
業
者
と
市
の
協
働
に
よ
り
『
食
の

ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

こ
の
案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
参
考
に
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

案
に
対
す
る
意
見
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

市民意見提出手続制度案内

市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

●意見募集期間 ５月１日～５月31日（火）
●公表する案および資料
食のまちづくり推進計画案

※広報では、資料が多量であるため、概要のみを掲載しています
●案の公表先・入手先
①男女協働まちづくり課（市役所３階）または情報広報課市民サービス係
②各町の公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp
●意見の提出方法
意見は、住所、氏名（または団体名）を明記の上、次のいずれかの方法
により提出してください。なお、お寄せいただいた意見については、そ
の概要と市の考え方を市のホームページなどで公表します

①電子メール danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp
②郵　便 〒848-8501 伊万里市役所　男女協働・まちづくり課　宛
③直接提出 書面を持参される人は案の公表先①②へ提出してください
④ファックス 0955@27213

■
あ
な
た
の
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

塚
部
市
長
に
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
案
』
を
提
出

す
る
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定
検
討
委
員
会
』
の

鴨
川
幸
司
委
員
長
（
右
）
と
金
子
弘
子
副
委
員
長
（
中
央
）

問合先
男女協働・まちづくり課
（1@3２１１１内線４８５）
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●基本的な考え方
食のまちづくりに関する考え方や方向性を明らかにし、食を基調として策定したまちづくりの施策をもとに、
市および市民並びに事業者が協働して、学習と実践による活力のあるまちづくりを推進します
●計画期間
計画の期間は、おおむね平成17年度から平成26年度までの10年間とします。ただし、今後の社会情勢や環
境の変化などを考慮し、必要に応じて見直しを行うものとします
●推進体系

●具体的な取り組み
（１）『食のまちづくり宣言』の普及・啓発
（２）農林水産業の振興および地産地消の推進
①農村レストランおよび活動拠点づくり
②伊万里産という『のぼり旗』の検討
③生産者と消費者とのふれあい交流事業の開催　など

（３）食育および健康づくりの推進
①食生活指針の普及・定着
②食育研究会の設置
③『食育ボランティア制度』の設置　など

（４）観光および交流の促進
①伊万里の名物弁当の開発普及
②レシピ集の作成
③海外市場の開拓

市
お
よ
び
市
民
、
事
業
者
の
協
働
に
よ
る
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

①人が生きていく上で欠かすことのできない食物
の安全性を確保するため、食を育む自然環境を
保全するとともに、食文化を大切にする市民の
意識の高揚を図り、一人ひとりが健康で安心し
て生活できるまちづくりをめざす

②食物、料理、うつわなどの産業に関わる人々が
知恵を出し合い、協働、連携し、商業、農業、
窯業、観光の振興を図り、本市の発展をめざす

④市民一人ひとりが、食の大切さを理解するため、
教育・啓発に努めるとともに、食文化の伝統的
価値と新たな価値の開発により、発展と活力の
あるまちづくりをめざす

③本市を訪れる人々が、食を通して楽しさと心の
豊かさを味わい、忘れられない思い出をつくっ
て、また来てみたいと思うまちづくりをめざす

⑤食が市民の日常生活に深く関わるものであると
いう認識を深めるとともに、市および市民並び
に事業者が食に関する学習と実践に努め、住ん
でいることを誇りに思える食のまちづくりをめ
ざす

①食材の種類、量および品質を確保するため農業
の振興を図る

②伊万里市で生産・加工等を行ったものについ
て、食の付加価値を高めるために情報手段の高
度化や窯業の振興など、産業活動の活性化を支
援する

④子どもたちを含め、市民一人ひとりが自らの食
について考え、判断する能力を身につけるため
の食育に取り組む

③産業界、学界、公的機関等との連携を深め、食
に関する研究や資源の開発等に努める

⑤市民の『地産地消』の意識を高め、市民が、伊
万里市の産業の振興のため、伊万里市で生産し、
または加工された食その他の製品の利用に努め
るよう有効な施策を講じる

【基本方向】 【基本施策】

●推進体制の整備
食のまちづくりを推進するための審議・
決定機関として、関係機関や各種団体の
長および公募の市民並びに市の関係所属
長などにより構成した『食のまちづくり
推進会議』を設置し、積極的な事業の展
開を図ります。また、昨年度設置した
『食のまちづくり推進計画策定検討委員
会』を発展させた『食のまちづくり推進
委員会』（仮称）を設け『すぐに取り組め
るもの』『中・長期的に取り組むべきもの』
などに分類しながら、具体的な事業など
を検討、協議、実施するなど、計画的、
効率的な推進体制を整備します

⑥事業者が、食のまちづくりの目的を理解し、誇
りを持って自らの事業の推進および発展に努め
るよう、創意ある施策を講じる
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※お便りコーナーでも紹介しています
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伊
万
里
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

ふるさと薬膳メニューおよび加工品開発委員会（仮称）

メンバー募集メンバー募集
伊万里市は今年２月26日『食のまちづくり宣言』をしました。

伊万里には、新鮮で安全な食材があふれ、料理を盛るすばらし
い食の器も身近にあります。そこで、生産者から消費者までを
つないだ『食』のまちづくりをすすめるため、地元の旬の食材
を使った『ふるさと薬膳』と加工品の開発や農村レストランの
検討を行うなど、地域の伝統的な食文化を見つめ直します。
あなたの料理の腕やアイデアを試してみませんか。
ふるってご応募ください。

●応募期限 ５月20日（金）
●応募・問合先
男女協働・まちづくり課
（1@3２１１１内線４８５）

〒848-8501
伊万里市立花町1355番地１
http://www.city.imari.saga.jp

◆応募資格 満18歳以上の市民
で、熱意を持って取り組む人

◆募集人員 20人
◆任　期　 １年間

（平成18年３月31日まで）
◆活動内容　
①地元の旬の食材を使った『ふ
るさと薬膳』メニューや加工
品の開発

②農村レストランの検討
◆指導者（予定）

新倉久美子さん

◆活動回数 年８回程度
◆応募方法 男女協働・まちづくり
課または各町の公民館に備え付け
の応募用紙で申込んでください。
また、市のホームページでも掲載

市
街
地
を
流
れ
る
伊
万
里
川
は
、

世
界
に
名
を
馳
せ
た
古
伊
万
里
の
積

出
港
と
し
て
栄
え
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

伊
万
里
川
河
畔
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
し
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
納
涼
屋
台
村
事
業
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
夏
の

夕
べ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◆
期

間

７
月
８
日
〜
８
月
27
日

（
毎
週
金
・
土
曜
日
）

※
期
間
中
の
８
月
12
〜
13
日
を
除
く

◆
時
間

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

◆
場
所

伊
万
里
川
河
川
敷
格
岩
寺
横

◆
内
容

伊
万
里
食
自
慢
屋
台
、
農

産
物
直
販
屋
台
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

◆
申
込
方
法

各
町
（
地
区
）
公
民

館
お
よ
び
商
工
観
光
課
備
え
付
け

の
申
込
書
に
出
店
希
望
日
、
連
絡

先
、
販
売
品
目
な
ど
の
必
要
事
項

を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
提
出
先
・
問
合
先

商
工
観
光
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
５
２
）

※
そ
の
他

テ
ン
ト
、
机
、
椅
子
な

ど
の
備
品
に
つ
い
て
は
、
主
催
者

で
準
備
し
ま
す

★
屋
台
村
出
店
者
募
集
中
！

伊伊
万万
里里
川川
河河
畔畔
屋屋
台台
村村
事事
業業

をを
開開
催催
しし
まま
すす

食と農を考える

全国女性の会代表

今
年
度
、
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
お

よ
び
介
護
保
険
事
業
を
計
画
的
に
実
現

す
る
た
め
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

一
般
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

２
人
以
内

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す

◆
応
募
資
格

４
月
１
日
現
在
満
40
歳

以
上
の
市
民
で
介
護
経
験
の
あ
る
人

◆
応
募
期
限

５
月
20
日
（
金
）

◆
応
募
方
法

長
寿
社
会
課
ま
た
は
各

町
公
民
館
に
準
備
し
て
い
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
長
寿

社
会
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
任
期

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

◆
会
議
開
催

年
４
回
程
度

◆
応
募
・
問
合
先
　
長
寿
社
会
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
４
）
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（（
仮
称
）
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

伊
万
里
が
立
地
協
定
書
調
印

(有)
武
雄
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー(

武
雄

市
朝
日
町
、
山
口
修
代
代
表
取
締
役
）

が
JR
伊
万
里
駅
の
東
隣
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
４

月
６
日
、
市
役
所
で
立
地
協
定
書
調
印

式
が
あ
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
用
地
は
、
売

却
中
で
あ
っ
た
伊
万
里
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
の
市
有
地
と
土
地
開

発
公
社
用
地
と
民
有
地
を
合
わ
せ
約
２

８
５
０

。
総
事
業
費
は
７
億
円
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
11
階
建
て
、
延

床
面
積
２
３
１
５
　
　
で
１
２
０
の
客

室
と
会
議
室
２
室
を
備
え
る
ほ
か
、
駐

車
場
に
は
70
台
が
収
容
。
今
年
の
６
月

か
ら
建
設
に
着
工
し
、
来
年
３
月
の
オ

ー
プ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
は
、
地
元
か
ら
８
人

を
雇
用
す
る
予
定
で
す
。

同
社
は
、
清
本
鉄
工
株
式
会
社
（
杵

島
郡
山
内
町
）
の
関
連
会
社
で
あ
り
、

武
雄
市
内
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
武

雄
を
運
営
。
伊
万
里
市
へ
の
進

出
は
初
め
て
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
と
し
て
は
２
件
目
と
な
り

ま
す
。

調
印
式
で
山
口
社
長
は
「
伊

万
里
市
の
将
来
へ
の
期
待
と
購

入
す
る
土
地
の
立
地
条
件
の
よ

さ
で
進
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り

や
観
光
の
集
客
、
地
元
企
業
と

密
着
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
利

用
な
ど
に
努
め
て
行
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
方
メ
ー
ト
ル

平
方
メ
ー
ト
ル
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予知が困難とされる地震と違い、台風や大雨はある程度まで時期や規模を予測することができます。しかし、

突発的な局地的豪雨のように予測が難しいものもあり、大きな被害をもたらすことがあります。

これらの被害を最小限にとどめるために、正確な気象情報の収集と、身近な環境変化に注意しましょう。

テレビ・ラジオ・
新聞など気象情報に
注意し、常に最新の
情報を聞くようにす
る

危険な場所に近づ
かない。雨で増水し
た小川や側溝、マン
ホールは境界が見え
にくく、転落事故が
おこりやすい

自分の住んでいる
地域で、災害が発生
した場所などを調
べ、危険区域を日ご
ろから把握しておく
ようにする

危険を感じたり、
防災機関から指示が
あったら、すみやか
に避難する

土砂災害の前ぶれ
に気づいたら、周り
の人に知らせていっ
しょに避難する

その２

その１ その４

その５

その６
１時間に20㍉以

上、降り始めてから
100㍉以上になった
時は被害の出る恐れ
があるので、家の周
りの安全を確かめる

その３

大
雨
の
防
災
対
策

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

伊万里市災害対策連絡室では、今後、震度３以上の地震が発生した場合、担当の市職員を緊急出勤させ
伊万里市の震度や被害情報が確認でき次第、10チャンネルで放送することにしています。

伊伊
万万
里里
市市
環環
境境
基基
本本
計計
画画

策策
定定
委委
員員
をを
募募
集集
しし
まま
すす

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
総
合
的
な
環

境
施
策
の
指
針
と
な
る
『
伊
万
里
市

環
境
基
本
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
策
定
に
参
加
い
た
だ
け
る

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

市
内
在
住
の
18
才
以
上
の
人
で
、

環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る
人

（
た
だ
し
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

▼
募
集
人
数

３
人

▼
任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策
定
の
日
ま
で

▼
応
募
方
法

生
活
環
境
課
ま
た
は
各
町
公
民
館

に
準
備
し
て
い
る
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い

※
所
定
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す

▼
応
募
期
限

５
月
31
日
（
火
）

▼
応
募
・
問
合
先

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
８
２
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seikatsukankyou@
city.im

ari.lg.jp
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『
伊
万
里
に
中
国
木
材
㈱
が
進

出
し
た
の
は
知
っ
て
い
る
が
、
多

く
の
候
補
地
の
中
で
な
ぜ
、
伊
万

里
を
選
ん
だ
の
か
。
わ
た
し
た
ち

に
は
見
え
て
い
な
い
、
伊
万
里
の

良
さ
、
可
能
性
の
話
の
中
に
伊
万

里
を
見
つ
め
直
そ
う
』
と
伊
万
里

の
会
（
伊
万
里
青
年
会
議
所
、
商

工
会
議
所
青
年
部
、
農
協
青
年
部
、

グ
ロ
ー
バ
ル
伊
万
里
の
４
団
体
で

組
織
す
る
地
域
活
性
化
に
努
め
る

団
体
）
が
３
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
伊
万

里
会
館
で
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
木

材
㈱
伊
万
里
営
業
所
の
藤
村
要
所

長
を
講
師
に
迎
え
『
伊
万
里
進
出

企
業
の
ね
ら
い
』
と
題
し
て
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
村
所
長
は
、
会
社
の
概
要
や

世
界
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
を
に
ら
ん

だ
木
材
を
通
し
た
起
業
展
開
を
説

明
。
伊
万
里
に
進
出
し
た
大
き
な

要
因
を
「
木
材
は
付
加
価
値
が
少

な
い
の
で
物
流
コ
ス
ト
を
下
げ
た

か
っ
た
。
船
は
ト
ラ
ッ
ク
に
比
べ

て
運
賃
コ
ス
ト
が
安
く
、
運
搬
距

離
が
長
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
安
く
な

る
。
造
船
技
術
は
日
々
進
歩
し
て

い
る
。
中
国
木
材
㈱
は
伊
万
里
の

港
を
評
価
し
て
進
出
を
決
定
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
が
終
わ
る
と
、
参
加

し
た
約
50
人
の
会
員
は
、
伊
万
里

湾
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、
将

来
の
伊
万
里
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

住みたいまち

行きたいまち

伊万里

伊万里市は、市民にとって
『住みたいまち』、訪れる人に
とって『行きたいまち』とな
る魅力ある伊万里市を市民の
皆さんとともに創りあげたい
と考えています。
このコーナーでは、伊万里

市の魅力や新しい魅力となる
事業などを紹介します。

４
月
２
日
、
国
道
４
９
８
号
の

松
浦
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
産
地
直
売

所
『
松
浦
の
里
』
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
の
『
松
浦
の
里
』
は
、
こ
れ

ま
で
プ
レ
ハ
ブ
の
施
設
で
し
た

が
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
が
国
庫
補
助
事

業
『
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特

別
事
業
』
に
よ
り
、
総
事
業
費
約

６
０
０
０
万
円
で
旧
施
設
の
隣
に

建
設
し
ま
し
た
。

施
設
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
約
３

６
０
　
　
。
バ
ス
４
台
と
普
通
車

約
50
台
が
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
。
店
内
に
は
地
元
生
産
者

グ
ル
ー
プ
『
百
菜
の
会
』（
１
２

３
人
）
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
が
並

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伊

万
里
市
の
東
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
く
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
内

地
図
な
ど
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ

り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
松
浦
小

学
校
３
年
生
に
よ
る
和

太
鼓
の
演
奏
、
松
浦

保
育
園
児
の
合
唱
、

関
係
者
に
よ
る
も

ち
投
げ
な
ど
多
彩

な
催
し
で
開
店
を

祝
い
ま
し
た
。

開
店
に
集
っ
た
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
の
前

で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
百

菜
の
会
会
長
の
原
口
擴
さ
ん
は

「
こ
の
松
浦
の
里
に
百
種
の
野
菜

を
出
す
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
末
永
く
か
わ
い
が

っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
お
祝
に
か
け
つ
け

た
塚
部
市
長
は
「
こ
の
松
浦
の
里

に
来
な
け
れ
ば
買
え
な
い
も
の
を

置
い
て
も
ら
い
。
皆
さ
ん
が
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
施
設
に
し
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
繁
盛
す
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

待
望
の
産
地
直
売
所

『
松
浦
の
里
』
オ
ー
プ
ン

松　浦
バイパスに

伊
万
里
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

伊
万
里
湾
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

平
方
メ
ー
ト
ル
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平
成
17
年
度
も
、

は
や
一
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
一
年
生
も
、
そ
ろ
そ
ろ
学

校
に
慣
れ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ

れ
進
級
・
進
学
し
て
大
き
な
希
望

を
胸
に
、
新
し
い
歩
み
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。

こ
の
二
月
末
ご
ろ
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

『
子
ど
も
一
一
〇
番
』
の
の
ぼ
り

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
『
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家

困
っ
た
ら
い
つ
で
も
お
い
で
』
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
協
力
で
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
被
害
か
ら
守
り
た
い
と
い

う
、
保
護
者
や
関
係
者
の
願
い
が

強
く
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
願
い

と
言
う
よ
り
、
心
配
と
言
う
べ
き

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
心
配
や

願
い
は
、
今
、
子
ど
も
た
ち
の
幸

せ
が
壊
さ
れ
て
い
る
、
し
か
も
、

そ
れ
が
多
発
傾
向
に
あ
る
と
い
う

残
念
な
現
実
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
然
、
全
て
の
子
ど
も
が
『
幸

せ
に
生
き
る
権
利
』
を
持
ち
、
安

全
に
見
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
は
そ
の
逆
…
そ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

黒
澤
明
監
督
の
世
界
を
現
在
に

伝
え
る
『
絵
コ
ン
テ
』
を
も
と
に

創
ら
れ
た
『
ピ
エ
ゾ
グ
ラ
フ
』

（
複
製
画
）
に
よ
り
黒
澤
映
画
の

世
界
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る
ピ
エ
ゾ
グ
ラ

フ
は
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
間
　
６
月
中
旬
ま
で

▼
問
合
先
　

黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
（
1
@2
９
６
３
０
）

黒
澤
記
念
館

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

ピ
エ
ゾ
グ
ラ
フ
に
よ
る

黒
澤
明
絵
コ
ン
テ
展

『
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
』

う
か
。

今
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
権

と
は
何
か
を
正
し
く
理
解
し
、
互

い
に
尊
重
し
合
い
、
支
え
合
っ
て

生
き
る
こ
と
の
自
覚
と
そ
の
実
行

が
、
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。『
育
て
よ
う
　
一
人
ひ
と

り
の
　
人
権
意
識
〜
思
い
や
り
の
心

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
』

こ
れ
は
、
法
務
省
が
、
平
成
17

年
度
啓
発
活
動
全
国
統
一
重
点
目

標
と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

児
童
虐
待
、
小
中
学
生
殺
傷
事

件
な
ど
、
残
忍
で
痛
ま
し
い
事
件

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の

理
念
を
正
し
く
理
解
し
、
実
践
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

『
子
ど
も
一
一
〇
番
』の
の
ぼ
り
は
、

風
に
は
た
め
き
な
が
ら
、『
育
て
よ

う
　
一
人
ひ
と
り
の
　
人
権
意
識
』

と
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

ツ
ツ
ジ
は
ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ

属
の
植
物
の
通
称
で
す
。
世
界

中
で
自
生
、
ま
た
は
観
賞
用
に

栽
培
さ
れ
、
50
属
約
１
５
０
品

種
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
は
長
崎
県
の

平
戸
で
生
ま
れ
た
品
種
と
さ
れ

約
３
０
０
品
種
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
の
母
体
は
、

お
も
に
沖
縄
産
の
ケ
ラ
マ
ツ
ツ

ジ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
寒
さ
に
弱
い
の
で
す
。

ツ
ツ
ジ
の
中
で
は
最
も
大
き

く
な
る
品
種
で
、
成
育
も
早
い

の
が
特
徴
で
す
。

松
浦
町
に
あ
る
梅
岩
の
ヒ
ラ

ド
ツ
ツ
ジ
は
、
樹
高
が
約
３
・

８
ｍ
。
４
本
立
ち
で
、
地
上
30

cm
の
幹
周
り
が
50
cm
も
あ
り
ま

す
。
推
定
樹
齢
は
３
５
０
年
ほ

ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
末
か
ら
５
月
の
初
め

に
、
直
径
約
９
cm
の
濃
い
紅
紫

色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

市
内
に
あ
る
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ

で
は
最
も
大
き
く
、
ま
た
、
ヒ

ラ
ド
ツ
ツ
ジ
の
育
種
学
的
な
研

究
を
す
る
上
で
価
値
が
高
い
の

で
、
平
成
８
年
に
伊
万
里
市
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
時
、
樹
勢
が
衰
え
て
い
ま

し
た
が
、
所
有
者
の
懸
命
な
ご

努
力
で
着
実
に
回
復
し
て
い
ま

す
。
個
人
宅
の
お
庭
に
あ
り
ま

す
か
ら
、
見
学
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
②



火災現場での人命救出に感謝状贈呈
今年３月、新天町で発生した建物火災で、伊万里ス

イミングクラブ（代表太田明二さん）従業員６人が初
期消火を行い、逃げ遅れた負傷者を同クラブ坂本信彦
さん、岩崎弘幸さんと二里町金武の峯與人さんが救出
し、消防長から感謝状が贈呈されました。

市民自らが取材、制作した番組をケーブルテレビで
放送する協定書の調印式が伊万里商工会館でありまし
た。県内初の試みで、設立した市民グループ『ＰＡＣ
伊万里市民チャンネル』（藤泰治会長）と伊万里ケーブ
ルテレビ、西海テレビの三者が調印。現在は、市民に
チャンネルを開放し、毎週土曜日の午後６時と９時の
２回、30分の枠で放送されています。市民みんなで作
る番組に興味がある人は●問合先牲@27702へ

3000本の竹灯ろうで幻想的な空間

市民グループへチャンネル開放

地元まちおこしグループ『二里町をなんとかしゅう
会』が昨年に続き、有田川河川敷に3000本の竹灯ろう
を並べ『観

かん

竹
たけ

まつり』を行いました。当日は、強風の
ため竹筒への点火が難しい状況の中、苦労して灯され
た竹筒は、幻想的な癒

いや

しの空間を演出していました。

４.６

４.９

４.９
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梨園で『唄・農・食』のふれあい交流
南波多町屋敷野の梨園で、コーラスの会コール伊万

里と南波多農家女性グループ南波多あいりん会とのふ
れあい交流が行われました。当日は、満開の梨の花の
もとコール伊万里30人が『白いなしの花』の唄を披露
し、あいりん会は田舎料理でもてなしました。

４.８



伊万里の未来を担う新入社員研修

東山代町の明星桜がテレビで生中継

新入社員研修会が伊万里商工会館で行われました。
これは、伊万里商工会議所が毎年行っているもので、
市内企業20社から37人の新入社員が参加しました。研
修会では、社会人としての心構えやビジネスマナーな
ど２日間にわたり、みっちりと研修がありました。

東山代町浦川内の『明星桜』がテレビ朝日の情報番組
『報道ステーション』のお天気コーナーで生中継されま
した。当日は、同番組スタッフが大規模な機材を用いて
明星桜をライトアップ。クレーンに設置されたテレビカ
メラを用いて迫力ある映像が流れました。

東山代町長浜干拓に３月30日、ナベヅル32羽が飛来
しました。これは、鹿児島県出水平野からシベリアへ
の北帰行の途中に立ち寄ったと見られ、４月２日には
ここ数年で最大の320羽が羽を休め、翌日の朝一斉に
北へと飛び立っていきました。

ナべヅル３２０羽飛来

４.６

４.８

３.31
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『
秘
窯
の
里
』
大
川
内
山
で
毎
年
恒
例
の

春
の
窯
元
市
が
あ
り
ま
し
た
。
春
爛
漫

は
る
ら
ん
ま
ん

を
テ

ー
マ
に
窯
元
が
新
作
を
展
示
し
、
店
内
を
春

一
色
に
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
時
折
小

雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
が
、

午
後
か
ら
は

晴
れ
間
も
さ

し
て
、
山
水

画
を
思
わ
せ

る
独
特
の
景

観
が
焼
き
物

フ
ァ
ン
を
楽

し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

※
全
日
本
写
真
連
盟

春
の
大
川
内
山
撮
影
会

全
日
本
写
真
連
盟
県
本
部
の
春
の
撮
影
会

が
大
川
内
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外

か
ら
約
１
０
０

人
の
写
真
愛
好

家
が
参
加
し
、

大
川
内
山
の
絶

景
を
何
度
も
カ

メ
ラ
に
納
め
て

い
ま
し
た
。

大
川
内
山
春
の
窯
元
市

焼
き
物
フ
ァ
ン
と
カ
メ
ラ

マ
ン
が
秘
窯
の
里
を
堪
能

こんな大きな大根見たことあります？
みなみ保育園に、大きさ74㎝・重さ9.4キロの大根が
届きました。この大根は、同保育園ゆり組の松尾政貴く
ん（写真中央）の家の畑で採れ、こんなに大きな大根は
珍しいと園へ持ち込まれたもので、園児たちも自分と変
わらない大きさにビックリしていました。

４.８

４.３
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山
口
キ
ン
さ
ん
（
二
里
町
大
里
）

が
３
月
20
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長

か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

キ
ン
さ
ん
は
、
明
治
38
年
３
月

20
日
生
ま
れ
で
、
現
在
は
市
内
の

病
院
に
入
院
中
で
す
。
少
々
耳
が

不
自
由
な
も
の
の
元
気
で
、
病
院

の
皆
さ
ん
か
ら
も
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
と
花
束
を
贈
ら
れ
、
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
病
気
療
養
中
で
す
が
、

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
も
な
く
、
何

で
も
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
好
き
な
食
べ
物
は
「
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
」
と
、
キ
ン
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
キ
ン
さ

ん
の
首
に
か
け
て
「
百
歳
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け

る
と
、
キ
ン
さ
ん
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
に

答
え
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
各
小
学
校
で
一
斉
に
入

学
式
が
行
わ
れ
た
４
月
11
日
、
波

多
津
東
小
学
校
で
『
黄
色
い
ラ
ン

夢
い
っ
ぱ
い
の
新
入
生
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
！

ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
式
』
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
贈
呈
式
は
、
こ
れ
か
ら

毎
日
学
校
へ
通
う
新
入
学
児
童
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
市
が

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
、
毎

年
小
学
校
の
入
学
式
に
合
わ
せ
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
は
市
内
の
新
入
学
児
童

全
員
に
贈
ら
れ
て
お
り
、
今
年
の

対
象
児
童
は
、
５
９
５
人
で
す
。

こ
の
日
は
、
吉
富
収
入
役
が
波

多
津
東
小
学
校
の
入
学
式
を
訪

れ
、
児
童
代
表
の
古こ

河が

芹せ
り

菜な

さ
ん

（
写
真
右
）
と
古こ

河が

遼
り
ょ
う

祐す
け

く
ん

（
写
真
左
）
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
を
贈
り
ま
し
た
。

伊
万
里
自
動
車
学
校
で
、
４
月

８
日
、
み
な
み
保
育
園
の
園
児
と

大
坪
地
区
、
立
花
地
区
の
高
齢
者

が
参
加
し
て
、
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
、
斜
め
横

断
の
危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
真
剣

な
表
情
で
研
修
し
ま
し
た
。
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わ
た
し
は
、
保
育
園
が
大
好
き
。

い
つ
も
砂
場
や
す
べ
り
台
で
楽
し

く
遊
ん
で
い
る
よ
。
で
も
お
迎
え

の
時
間
が
嫌
い
な
の
。
だ
っ
て
ま

だ
い
っ
ぱ
い
遊
び
た
い
か
ら
、
帰

り
た
く
な
い
と
言
っ
て
お
母
さ
ん

を
困
ら
せ
て
い
ま
〜
す
。
こ
の
前
、

ジ
ジ
と
バ
バ
と
一
緒
に
貝
掘
り
に

行
っ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
。

梶
かじ

原
はら

千
ち

明
あき

さん(20歳) 山
やま

田
だ

理
り

加
か

ちゃん

好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
し
っ
か
り
者
の
理
加
ち
ゃ
ん
。

い
つ
も
元
気
で
素
直
な
女
の
子
に
な

っ
て
ね
。

★
お
仕
事
は

1
伊
万
里
鉄
工
所
に
勤
め
て
３

年
目
で
す
。
毎
日
た
く
さ
ん
の

伝
票
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て

い
ま
す
。

★
趣
味
は

温
泉
に
入
る
こ
と
で
、
仕
事
の

帰
り
な
ど
週
に
一
回
は
行
っ
て

い
ま
す
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

も
っ
と
字
が
上
手
に
な
る
よ

う
、
以
前
習
っ
て
い
た
書
道
。

そ
れ
と
ス
ポ
ー
ツ
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
自
分
の
視
野
を
広
げ

た
い
で
す
ね
。

★
夢
は

結
婚
し
て
楽
し
い
家
庭
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。

★一正・秋子さんの長女

★二里町西八谷搦

★柳井町

★しし座・Ｏ型

( )１歳
９か月

人
の
体
に
流
れ
て
い
る
血
液

は
、
サ
ラ
サ
ラ
な
ら
体
の
す
み
ず

み
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
の
で

す
が
、
ド
ロ
ド
ロ
と
粘
っ
て
い
る

と
当
然
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。

血
液
は
う
ま
く
循
環
し
な
く
な
る

と
、
体
の
あ
ち
こ
ち
で
異
常
を
生

じ
て
し
ま
い
、
そ
の
代
表
が
生
活

習
慣
病
と
い
わ
れ
る
動
脈
硬
化
な

ど
で
す
。

で
は
、
サ
ラ
サ
ラ
な
血
液
を
ド

ロ
ド
ロ
に
し
て
し
ま
う
主
な
正
体

は
何
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
『
脂
肪
』

で
す
。
血
液
中
の
脂
肪
が
、
普
通

よ
り
多
く
な
り
す
ぎ
る
病
気
を

『
高
脂
血
症
』
と
呼
び
ま
す
。『
高

脂
血
症
』
は
や
が
て
『
動
脈
硬
化
』

に
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
動
脈
硬
化
が
引
き
起
こ

す
病
気
と
し
て
は
、『
脳
梗
塞

の
う
こ
う
そ
く

』、

『
狭

き
ょ
う

心し
ん

症し
ょ
うや

心
筋
梗
塞

し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

』、『
腎
臓

病
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
肉
類
が
好
き

②
早
食
い
で
あ
る

③
ケ
ー
キ
な
ど
の
甘
い
も
の
が
好
き

④
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

⑤
朝
ご
飯
を
抜
く
こ
と
が
多
い

⑥
ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
を
飲
み
干

し
て
し
ま
う

⑦
運
動
不
足
で
あ
る

⑧
タ
バ
コ
を
吸
う

⑨
睡
眠
不
足
の
日
が
多
い

⑩
ス
ト
レ
ス
が
多
い

な
ど
、
当
て
は
ま
る
も
の
が
多
い

人
は
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し

ま
し
ょ
う
。

①
食
べ
過
ぎ
な
い
。
腹
８
分
目
を

心
が
け
る

②
揚
げ
物
よ
り
も
、
網
で
焼
い
た

り
ゆ
で
る
な
ど
、
脂
肪
分
を
少

な
く
す
る
よ
う
な
工
夫
を
す
る

③
卵
黄
や
バ
タ
ー
・
レ
バ
ー
な
ど

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高
い
食

品
を
控
え
る

④
糖
質
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る

⑤
お
酒
は
控
え
る

⑥
野
菜
・
海
草
類
・
い
も
・
こ
ん

に
ゃ
く
・
豆
類
・
き
の
こ
類
な

ど
の
食
物
繊
維
を
毎
日
食
べ
る

⑦
サ
バ
・
イ
ワ
シ
・
サ
ン
マ
な
ど

の
青
魚
を
と
る

⑧
適
度
な
運
動
を
す
る

⑨
禁
煙

⑩
ス
ト
レ
ス
は
た
め
込
ま
ず
、
十

分
な
睡
眠
を
と
っ
て
心
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る

し
っ
か
り
栄
養
を
と
っ
て
体
内
の

す
み
ず
み
ま
で
、
サ
ラ
サ
ラ
と
し

た
血
液
を
運
び
、
健
康
な
体
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
、

『
血
液
』
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に

な
る
と
、
動
脈
硬
化

を
起
こ
し
、
寿
命
を

縮
め
る
原
因
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ

れ
を
読
ん
で
、
血
液

度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

血
液
ド
ロ
ド
ロ
度
チ
ェ
ッ
ク
！

サ
ラ
サ
ラ
血
液
に
な
る
た
め
の

心
得
10
か
条
を
お
教
え
ま
す
！
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５日（木）
●黒川町子ども相撲大会
８時半開会　黒川小学校

８日（日）
●伊万里町民運動会
８時45分開会　伊万里小学校
●波多津町民体育祭
８時半開会　波多津運動広場

14日（土）
●南波多町
グラウンドゴルフ大会
18時開会　南波多小学校

15日（日）
●大川内町民
300歳ソフトボール大会
８時開会　大川内小学校

●二里町民体育大会
９時半開会　二里小学校
●山代町民ミニバレーボール大会
８時半開会　山代中学校

22日（日）
●大坪地区町民運動会
８時半開会　大坪小学校
●松浦町民ミニバレーボール大会
９時開会　東陵中学校

25日（水）
●伊万里町民ゴルフ大会
11時半開会　武雄・嬉野CC
29日（日）
●立花地区町民運動会
８時半開会　立花小学校
６月５日（日）
●伊万里町民球技大会
８時40分開会　伊万里小学校

ほか

１日（日）
●招待高校野球大会
９時半開始　国見台野球場

３日（火）
●国見台陸上競技選手権大会
９時20分開始

国見台陸上競技場
３、４、５、７、８日
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会
９時開会　国見台野球場

15日（日）、22日（日）
●市スポーツ少年団野球交流大会
８時開会　立花小学校　ほか

５月の市民スポーツ

５月の町民スポーツ

今
年
で
22
回
目
を
数
え
る
近
隣

中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
３
月
12
日
、
４
月
２
日
（
決
勝

戦
）
の
２
日
間
、
国
見
台
球
技
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
内
中
学
校
４

校
と
近
隣
か
ら
４
校
の
参
加
が
あ

り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。
３
月
12
日

の
試
合
で
国
見
中
学
校
と
浜

玉
中
学
校
の
２
チ
ー
ム
が
順

当
に
勝
ち
上
が
り
、
４
月
２

日
の
決
勝
戦
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
国
見
中
学

校
が
３
回
ま
で
優
位
に
試
合

を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
中

盤
か
ら
リ
ー
ド
を
許
す
と
そ

の
ま
ま
得
点
す
る
こ
と
が
で

き
ず
に
試
合
終
了
。
結
局
７

対
11
で
惜
し
く
も
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

虹
の
松
原
カ
ッ
プ
西
日
本
選
抜

小
学
生
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

三
香
ク
ラ
ブ
男
子
初
優
勝

３
月
27
日
、
第
17
回
虹
の
松
原

カ
ッ
プ
西
日
本
選
抜
小
学
生
ク
ラ

ブ
駅
伝
競
走
大
会
が
唐
津
市
虹
の

松
原
の
コ
ー
ス
（
７
区
間
15
㌔
）

で
行
わ
れ
、
男
子
は
伊
万
里
三
香

ク
ラ
ブ
が
念
願
の
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

大
会
に
は
九
州
、
沖
縄
か
ら
男

子
24
チ
ー
ム
、
女
子
13
チ
ー
ム
が

出
場
。
三
香
ク
ラ
ブ
は
６
区
の
前

川
貴
宏
く
ん
と
７
区
の
岩
崎
瑛
く

ん
が
区
間
賞
を
取
る
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。
女
子
は
11
位
で
し
た
。

第22回近隣中学校女子ソフトボール大会

国見中
準優勝

伊
万
里
市
内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会
が
４
月

３
日
、
国
見
台
体
育
館
で
あ
り

ま
し
た
。
主
な
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
一
般
男
子
】

▼
優
　
勝



大
川
内
信
夫






上
村
　
正
臣

▼
準
優
勝



永
石
　
　
剛






田
中
　
良
文

▼
第
三
位



土
井
　
和
則






山
田
　
浩
介

【
一
般
女
子
】

▼
優
　
勝



深
浦
　
茂
子






光
武
　
正
子

▼
準
優
勝



山
口
　
節
代






中
村
　
逸
子

▼
第
三
位



平
山
さ
ゆ
り






松
尾
　
肇
子

伊
万
里
市
内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会

第29回
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●

日
　
時

５
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
1
@3
２
４
９
２
）

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を

共
同
で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業

事
業
の
受
益
農
地
が
１
㌶
以
上

で
、
受
益
戸
数
が
５
戸
以
上
あ

る
農
道
、
水
路
、
た
め
池
な
ど

の
新
設
、
舗
装
、
改
良
、
し
ゅ

ん
せ
つ
事
業

●

補
助
率

事
業
費
の
50
㌫
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限

50
万
円

●

申
請
方
法

計
画
地
区
ご
と
に
申
請
書
と
現

況
写
真
を
添
付
し
、
区
長
名
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

●

提
出
期
限

５
月
31
日
（
火
）

※
昨
年
申
請
し
、
未
認
可
と
な
っ

た
地
区
に
つ
い
て
は
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
期
限
は
厳
守
し

て
く
だ
さ
い

●

申
請
・
問
合
先

農
山
漁
村
整
備
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
７
６
）

▽
検
査
項
目
数

血
液
等
検
査
、
心
電
図
な
ど
16

項
目

《
脳
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金
　
１
万
４
７
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

山
元
記
念
病
院
、
西
有
田
共
立

病
院

▽
検
査
項
目
数

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
液
検
査
な
ど

10
項
目

※
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
お
早
め
に

●

問
合
先

長
寿
社
会
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
３
）

●

相
談
内
容

人
権
問
題
、
相
続
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭

の
問
題
な
ど

の
で
、
自
家
用
車
で
お
越
し
の

際
は
、
で
き
る
だ
け
相
乗
り
で

ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す

●

問
合
先

福
祉
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
５
）

●

対
象
者

①
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
申
請
時
に
40
歳
以
上
69
歳
以
下

の
人
（
老
人
医
療
受
給
者
お
よ

び
入
院
療
養
中
の
人
を
除
く
）

③
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
人

④
今
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
な
い
人

《
人
間
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金
　
９
０
８
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

市
民
病
院
ほ
か
市
内
７
病
院

●

日
　
時

５
月
12
日
（
木
）

午
前
11
時
開
式

●

会
　
場

市
民
会
館

※
当
日
は
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

くらしのお
知
ら
せ

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

に

助

成

し

ま

す

小
規
模
土
地
改
良
事
業

の

申

請

受

付

無
料
特
設
人
権
相
談

くらしの
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平
成
16
年
度
に
、
市
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
歴
史
的
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

●

主
な
展
示
品
　
市
内
で
出
土
し

た
遺
物
、
銀
盤
写
真
類
、
薬
剤

は
か
り
、
市
内
老
舗
の
大
福
帳

な
ど

●

期
　
間

５
月
17
日
（
火
）
〜

６
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
閉
館
し
ま
す

●

会
　
場
　
歴
史
民
俗
資
料
館

●

入
館
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
1
@2
７
１
０
７
）

30
年
前
に
伊
万
里
青
年
会
議
所

が
行
っ
た
『
Ｊ
Ｃ
教
室
』
で
創
立

10
周
年
を
記
念
し
て
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
埋
設
し
ま
し
た
。

当
時
、
そ
の
中
に
思
い
出
を
詰

め
込
ん
だ
皆
さ
ん
は
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
開
封
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
集
り
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　
５
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時

●

場
　
所

市
民
会
館
駐
車
場
内
　
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
前

●

問
合
先
　
伊
万
里
青
年
会
議
所

事
務
局
（
1
@3
３
６
１
６
）

駅
通
商
店
街
に
休
憩
ス
ペ
ー
ス

や
各
種
サ
ー
ク
ル
団
体
の
発
表
・

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
『
で
あ

い
・
ふ
れ
あ
い
駅
通
プ
ラ
ザ
』
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●

場
　
所
　
駅
通
商
店
街
（
い
ま

り
ん
バ
ス
バ
ス
停
前
）

●

時
　
間
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
無
休
）

●

問
合
先
　
駅
通
商
店
街
振
興
組

合
（
1
@3
５
１
６
６
）

●

日
　
時

11
月
27
日
（
日
）

午
後
12
時
半
開
演

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

募
集
部
門

歌
、
器
楽

※
ソ
ロ
出
場
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
は
参
加
で

き
ま
せ
ん

●

応
募
資
格

市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
で
常
時
活
動
し
て
い
る

団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

●

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
町

公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

応
募
期
限

６
月
30
日
（
木
）

●

問
合
先

市
民
音
楽
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）（
1
@2
１
２
６
２
）

県
民
を
海
外
へ
派
遣
し
、
国
際

的
視
野
を
広
め
な
が
ら
女
性
の
社

会
参
加
の
状
況
に
つ
い
て
研
修

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

『
男
女
共
同
参
画
の
翼
』
の
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

●

訪
問
先
　
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

●

日
　
程
　
10
月
下
旬

●

募
集
人
員
　
９
人

●

募
集
期
限
　
５
月
24
日
（
火
）

●

応
募
資
格

▽
県
内
に
居
住
す
る
人

▽
お
お
む
ね
50
歳
以
下
の
男
女

▽
研
修
の
成
果
を
生
か
し
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
積

極
的
な
活
動
が
行
え
る
人
な
ど

●

申
込
先

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
８
５
）

●

問
合
先
　
申
込
先
ま
た
は
7
佐

賀
県
女
性
と
生
涯
学
習
財
団

女
性
セ
ン
タ
ー
事
業
部

（
1
０
９
５
２
@6
０
０
１
１)

市

民

音

楽

祭

に

出
場
し
ま
せ
ん
か

ぼ
し
ゅ
う

歴
史
民
俗
資
料
館

寄
贈
品
公
開
展
示

男
女
共
同
参
画
の
翼

団

員

募

集

駅

通

プ

ラ

ザ

が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

伊
万
里
青
年
会
議
所

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
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伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
参
加
を
得
て
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

くらしの

●

活
動
内
容

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
祭
り
の

全
般
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
ま
す

●

参
加
資
格

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
は
学
校
お
よ
び
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

●

申
込
方
法

電
話
で
実
行
委
員
会
事
務
局
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
８
５
）

松
浦
川
、
徳
須
恵
川
沿
岸
に
お

住
ま
い
の
人
か
ら
、
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
員

松
浦
川
モ
ニ
タ
ー
・
徳
須
恵
川

モ
ニ
タ
ー
　
そ
れ
ぞ
れ
１
人

※
い
ず
れ
も
各
河
川
か
ら
５
キ

ロ
以
内
に
在
住
す
る
人

●

任
　
期
　
平
成
17
年
７
月
１
日

か
ら
１
年
間

●

募
集
期
間

５
月
６
日
（
金
）
〜
20
日
（
金
）

●

謝
礼
金
　
月
額
４
５
８
０
円

●

問
合
先
　

国
土
交
通
省
武
雄
河
川
事
務
所

（
1
０
９
５
４
@3
７
９
３
４
）

●

日
　
時
　
５
月
28
日
（
土
）
午

後
９
時
集
合
〜
29
日
（
日
）
午

後
６
時
解
散

●

参
加
費
　
７
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
料
を
含
み
ま
す

●

集
合
場
所

市
役
所
玄
関
前

●

定
　
員
　
50
人

●

申
込
期
限
　
５
月
14
日
（
土
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●

申
込
・
問
合
先
　
い
ま
り
山
岳

会
事
務
局
（
喫
茶
ダ
ジ
ュ
ー
ル

内
）（
1
@2
５
１
１
０
）

●

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る

原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

●

仕
事
内
容
　

▽
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

▽
公
民
館
、
学
校
、
駐
車
場
管
理

▽
植
木
の
手
入
れ
、
消
毒

▽
公
園
の
清
掃
、
草
刈
り

▽
農
作
業
の
手
伝
い
　
な
ど

●

申
込
・
問
合
先
　
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
1
@3
３
４
７
１
）

●

受
付
期
間

５
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
　
27
日
消
印
有
効

●

試
験
日
時
　

７
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時

●

会
　
場
　

は
が
く
れ
荘
（
佐
賀
市
）

●

手
数
料
　
６
１
０
０
円

●

問
合
先
　
保
健
所
ま
た
は
県
健

康
増
進
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
０
７
４)

佐
賀
県
調
理
師
試
験

し
け
ん

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
の

ス

タ

ッ

フ

募

集

い

ま

り

山

岳

会

く

じ

ゅ

う

登

山

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

入
会
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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桜
の
季
節
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
過
ご

し
や
す
い
気
候
の
５
月
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
号
の
中
で
、
新
入
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
贈
呈
式
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時

の
取
材
は
、
わ
た
し
も
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
と

同
じ
く
広
報
担
当
に
な
っ
て
、
初
め
て
一
人
で

行
っ
た
取
材
で
、
わ
た
し
の
入
学
式
で
も
あ
り

ま
し
た
。

初
々
し
い
表
情
を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
の
中
で
、
さ
ら
に
た
く

ま
し
く
成
長
を
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
わ
た
し

も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
取

材
に
出
か
け
、
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
取
材
の
時
は
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
写
真
に
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｋ
）

人のうごき
平成17年４月１日現在
●人口　59,200人　（－ 180）

男　28,242人　（－ 94）
女　30,958人　（－ 86）

●世帯　20,782世帯（＋ 5）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら
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ゆ
う
や
く

東京都世田谷区 長谷川
は せ が わ

亜
あ

季
き

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『愛の夢』

鍋島大賞受賞作品『愛の夢』


